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持続的共発展
教育研究センター

持続的共発展教育研究センターの位置づけ
-トライアングルからテトラポットへ-

Positioning of “Education and Research Center for 
Sustainable Co-Development”(SusCoDe)
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名古屋大学大学院環境学研究科附属持続的共発展教育研究センター 2021/05/15 1



研究科内研究インターンシップ
 環境学研究科の教員約20名の研究プ

ロジェクトでインターンシップ

➡様々な分野の研究プロジェクトに

一時参加することができる！

 所定の時間従事すれば、履修証明書や

単位が得られる。

➡30時間従事すれば、共発展センター

長の履修証明書を発行。

➡90時間従事で「インターンシップ」

単位認定（1単位）。

 主指導教員の許可が必要。

詳しくは、
http://ercscd.env.nagoya-
u.ac.jp/jpn/post.html
「環境学研究科 インターン」で検索。
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６研究科連携ESDプログラム
Nagoya University Education for Sustainable 
Development Program by 6 Graduate Schools

http://www.nuesd.env.nagoya-u.ac.jp/

持続可能な発展・研究に関係する約60の講義について、
他の研究科のものも受講でき、単位を取得することができます。
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2021年度 名古屋⼤学⼤学院６研究科連携ESDプログラムの体系
FY2021 The ESD Consortium Program Mechanism

価値 Value
Justice, Equality, Tolerance, Sufficiency & 

Responsibility

制度的イノベーション
Institutional Innovation

環境、経済、社会、文化の多様性の相互依存
Diversity & Inter‐Dependency of the 

Environment, Economy, 
Society & Culture

技術的イノベーション
Technological Innovation

地域知・伝統知・土着知
Local, Traditional & Indigenous 

Knowledge

価値と知識の共有化
Shared Values / Knowledge

解決策を見つけ出す手腕と技能の修得
Obtaining Skills & Competencies for 

Solution

原則 Principle
Sustainable Living, Democracy, Sustainable 
Production & Consumption, Equality & Peace 

in Society

知識 Knowledge
Climate Change, Biodiversity, Water/Energy 
Resources, Population, Health, Disaster 
Management, Vulnerability/ Instability
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国連「持続可能な開発⽬標」
(SDGs: Sustainable Development Goals)

あらゆる貧困を撲滅し、誰一人取り残
すことなく持続可能な社会へ変革する
ための2030年にむけた17のゴール。

2015年に国連が採択。

環境学研究科では、ESDプ
ログラムの講義とSDGsと
の関連を示す表（右）をWeb
サイトで公開しています。

http://www.nuesd.env.nagoya-u.
ac.jp/pdf/sdgs/ESD2021_SDGs.
pdf
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2021年度のフィールド：

岐阜県恵那市・瑞浪市、

愛知県豊田市

On-site Research Training (ORT):
持続可能な地域づくり実践セミナー

(Practical Seminar on Developing Sustainable Local Communities, 4 credits)
体系理解科目であり、どの専攻からでも履修できます

臨床環境学に関する授業︓前期課程
Master course program of

Basic and Clinical Environmental Studies
(ALL: Japanese and English)
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※「臨床環境学®」は、
名古屋大学の登録商標
です。
（環境問題の「現場」で
の診断と治療に一貫し
て責任が持てる学問）



こちらは博士後期課程向きのプログラムです（どの専攻に所属していても参加可能）

詳しくは http://ercscd.env.nagoya‐u.ac.jp/jpn/course/onsite/post_3.html へ

統合環境学特別ｺｰｽ Integrated Environmental Studies Course 
臨床環境学研修

（ORT: On-site Research Training in Clinical Environmental Studies）
基礎環境学講究

(CBES: Classes and Research instruction in Basic Environmental Studies)
※コースを修了した者には「修了証」が与えられます。

The students who complete the Course will be given a Certificate.
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質問・相談は、こちらへどうぞ。
If you have any questions or consultation, please contact us.

持続的共発展教育研究センター （加藤・柿元）
Education and Research Center for Sustainable Co‐Development
(H.Kato, Y.Kakimoto)

TEL: 052‐747‐6547 
E‐mail: cesfirm@ercscd.env.nagoya‐u.ac.jp

http://ercscd.env.nagoya-u.ac.jp/
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